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東京都のつながる子育て推進の

さらなる進歩に向けて

一般社団法人こどもDX推進協会代表理事

髙石 尚和
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こどもDX推進協会の協働イメージ

政府 自治体 民間企業

協働プラットフォーム

・制度策定
・財源確保
・規制緩和

・制度実施
・予算配分

政府や自治体、業界団体、民間企業が、それぞれの立場や役割を尊重しながら、子育てや保育・教育の充実に

向けて、協力・連携できる体制＝協働プラットフォームの整備を進めます。

非営利団体

・支援活動
・情報提供

・技術開発
・ソリューショ
提供

保育・
教育施設など

保護者

こども

各種検討会への参加
各種調査
政策提言
EBPM支援

各種勉強会
マッチング
官民実証実験
政策実行支援

各種勉強会
マッチング
標準化・ガイドライン制定
官民実証実験

各種勉強会
連携協定

協働プラットフォーム
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母子手帳

妊娠期妊娠前
出
産

幼児期乳児期
入
学

青年期少年期

母子保健課 保育政策課

家庭福祉課
健康課 虐待防止課

子ども家庭総合支援センター 学校管理課

子育て支援課 教育委員会

学校教育課

保育ICT・施設管理

校務支援システム

母子手帳 保育ICT・施設管理 校務支援システム 校務支援システム

校務支援システム

母子保健課
保育政策課

家庭福祉課
健康課 虐待防止課

子ども家庭総合支援センター
学校管理課学校教育課子育て支援課 教育委員会

それぞれのシステムでの情報が
引き継がれず独立している

各課ごとで個人情報を管理して
おり、個人情報利用の観点から
も連携が難しいことも多い

すでに稼働しているシステム
から必要なデータを連携

バラバラ

ライフイベントごとに蓄積されたデータを、切れ目なくつなぐデータ連携基盤が必要

As-Is

To-Be

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

担
当
課

担
当
課

子どもの成長過程に応じて、多様な主体が、それぞれで対象家庭・児童の情報管理システムを利用しており、情報が引き
継がれていない。行政側も、自治体担当課ごとに分かれており、自治体内・自治体間・官民で個人情報連携が難しい。

多様な主体が、ライフイベントごとにバラバラに子育て支援サービスを提供
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保育所・認定こども園・幼稚園

少年期
(6～14)

乳児期(0～2) 幼児期(3～5) 青年期
(15～24)

出産妊娠期妊娠前定義

行
政
系

施
設
系

・保護者と行政のやり取り
・上記に関わる行政の業務

・保護者と医療機関等のやり取り

・保育/教育等の施設の業務

・保護者と施設のやり取り

妊娠届 出生届
保育施設等の利用申し込み
/こども誰でも通園制度

給付費請求・精算/
施設監査通知・提出 等

・施設と行政のやり取り

・上記に関わる行政・施設の業務

給
付
監
査

バス安全管理/午睡チェック/見守り/居
場所管理 等

保
育
・
教
育

マイナンバー
カード申請

各種医療費助成

妊婦検診 乳幼児検診 就学前検診

保育計画・記録作成/登降園管理/
保護者連絡/給与・労務管理 等

育児相談・発達相談 児童相談

小学校・中学校・高校

児童発達支援・放課後等デイサービス施設

健
康

相
談

手
続
き

助
成

学童・中高生プラザ

療
育

行政手続きDX委員会

保育DX委員会

安心・安全テック分科会

データ連携分科会

出欠管理/学習進捗管理
/校務管理 等

利用者管理/予約管理/
保護者連絡 等

支援計画/スケジュール管理/国保連への請求 等

電子版母子健康手帳委員会

放課後児童クラブDX委員会

行政所管分野ごとの専門性を持つ民間DXベンダーが、協働して助言・提言
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これまで振り返りと今後の連携強化に向けて

民間事業者としての振り返り

● 「こどもDX2025」立上げ時から、多数の民間事業者が参画し、

プッシュ型子育てサービスや保活ワンストップ等を通じて、新たな

都民サービスの創出・変革に共に挑戦

● 制度・業務とデジタルサービスの３者が、フラットに議論する場が

生まれたこと自体が大きな前進・イノベーション

● デジタルサービス利用者に最も近い立場で特に重視している点

○ UI/UX：様々なリテラシーの利用者にも迷わず使える

画面設計・導線、アクセシビリティ

○ ワンストップ化：情報収集〜申請〜受給までが分断

されない連続したサービスの利用体験

○ 安全性：個人情報保護、認証・権限管理、障害発

生時の迅速な対応・情報共有体制

今後の論点と協会の役割

● 引き続き、切れ目ない子育て支援には、行政・現場・民間の

絶え間ない連携と強化が不可欠

● ライフイベントをまたぐ支援のカギとなる論点

○ システム間の相互運用性

（データ項目・インターフェースの標準化など）

○ 個人情報保護とデータ利活用の両立

● こどもDX推進協会として

○ 政策・制度運用を理解しながら、民間の知見・エビデン

スを集約し改善に生かす

○ UI/UX・業務効率化・安全性の観点から、具体的な

改善提案を、継続的に提示

○ 利用者と行政をつなぐプラットフォームとして、「安心・便

利な子育て支援サービス」の実現に貢献
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